
●適切な入札条件等による発注
●災害対応力の強化（ＪＶ方式・労災保険加入）

●発注担当職員の育成
●広域的な維持管理
●国からの助言・勧告【入契法改正】

●賃金支払いの実態の把握、必要な施策
●能力に応じた処遇
●多様な人材の雇用管理の改善

●スライド条項の適切な活用（変更契約）

●休日確保の促進 ●学校との連携・広報
●災害等の特別な事情を踏まえた予定価格
●測量資格の柔軟化【測量法改正】

第三次・担い手３法（令和６年改正）の全体像

担
い
手
確
保

インフラ整備の担い手・地域の守り手である建設業等がその役割を果たし続けられるよう、
担い手確保・生産性向上・地域における対応力強化を目的に、担い手３法を改正

生産性
向上

地
域
に
お
け
る

対
応
力
強
化

議議員員立立法法

公共工事品質確保法等の改正
政政府府提提出出

建設業法・公共工事入札適正化法の改正

処遇改善

価格転嫁
（労務費への
しわ寄せ防止）

働き方改革
・環境整備

●ＩＣＴ活用（データ活用・データ引継ぎ）

●新技術の予定価格への反映・活用
●技術開発の推進

地域
建設業等
の維持

公共発注
体制強化

●標準労務費の確保と行き渡り
●建設業者による処遇確保

●資材高騰分等の転嫁円滑化
契約書記載事項
受注者の申出、誠実協議

●工期ダンピング防止の強化
●工期変更の円滑化

●ＩＣＴ指針、現場管理の効率化
●現場技術者の配置合理化

（参考）
◇公共工事品質確保法等の改正
・公共工事を対象に、よりよい取組を促進（トップアップ）
・誘導的手法（理念、責務規定）
◇建設業法・公共工事入札適正化法の改正
・民間工事を含め最低ルールの底上げ（ボトムアップ）
・規制的手法など

全建総連版一人親方用　鑑シート

建設業許可番号 見積番号
知事許可 （般－ ） 第 号 年 月 日

許可年月日 令和 年 月 日

住　所

事業所名
T E L - -

F A X - -

見積金額合計(税込) ※うち消費税（ ）

見積金額合計のうち

年 月 日

工 期 自 年 月 日
至 年 月 日

以上のとおり、お見積り申し上げます。

内　訳 金　額（税　抜）

¥0-

¥0-

¥0-

材料費
労務費
建退共掛金

¥0-

¥0-

見積書

御中

¥0-

※材料費・労務費、建設工事に従事する労働者による適正な施工を確保するために不可欠な経費である建退共掛金・安全衛生経費は、建設業法第20条第１項等により、見積書にお
いて内訳明示することとされている経費です。
※見積金額合計には、記載外の費用（諸経費等）も含まれます。また、安全衛生経費は労務費等と一部重複することがあります。このため、見積書金額合計と、材料費、労務費、
建退共掛金、安全衛生経費、一人親方労災特別加入の保険料の合計は一致しません。

一人親方労災特別加入の保険料

※一人親方は任意組合を通じて、建退共制度に加入することができま
す。

※労働安全衛生法に基づく労働災害防止対策に必要な経費を計上する

安全衛生経費

¥0-

そ の 他

令和
令和

受 渡 場 所

工 事 名
工 事 場 所
見積有効期限
支 払 条 件

令和

	▶
全
建
総
連
版
標
準
見
積
書

研修の説明を受ける参加者

第三次・担い手３法施行第三次・担い手３法施行にともなうにともなう
請負契約書・見積書請負契約書・見積書のの変更変更についてについて

建
設
業
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
担
い
手
・
地
域

の
守
り
手
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
厳
し
い
就
労
条
件
を
背
景
に
就
労
者

の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
建
設
業
が
そ
の
重
要

な
役
割
を
将
来
に
わ
た
っ
て
果
た
し
続
け
る
た

め
、
担
い
手
確
保
、
生
産
性
向
上
、
地
域
お
け

る
対
応
力
強
化
を
目
的
に
法
律
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

１
．
法
律
の
改
正

令
和
７
年
12
月
に
全
面
的
に
施
行
さ
れ
た
第

三
次
・
担
い
手
３
法
（
建
設
業
法
、
公
共
工
事

入
札
適
正
化
法
、
公
共
工
事
品
質
確
保
法
）
の

主
な
改
正
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
労
働
者
の
処
遇
改
善

①
労
働
者
の
処
遇
確
保
を
建
設
業
者
に
努
力
義

務
化

・
国
は
取
組
状
況
を
調
査
・
公
表
し
、
中
央
建

設
審
議
会
へ
報
告

②
標
準
的
な
労
務
費
の
勧
告

・
中
央
建
設
審
議
会
が
「
労
務
費
の
基
準
」
を

作
成
・
勧
告

③
適
正
な
労
務
費
等
の
確
保
と
行
き
渡
り

・
著
し
く
低
い
労
務
費
等
に
よ
る
見
積
や
見
積

依
頼
を
禁
止

・
国
交
大
臣
等
の
違
反
発
注
者
へ
の
勧
告
と
公
表

・
原
価
割
れ
契
約
の
禁
止
を
受
注
者
に
も
導
入

（
２
）
資
材
高
騰
に
と
も
な
う
労
務
費
へ
の
し
わ

寄
せ
防
止

①
請
負
契
約
締
結
前
の
ル
ー
ル

・
資
材
が
高
騰
し
た
際
の
請
負
代
金
等
の
変
更

方
法
を
契
約
書
記
載
事
項
と
し
て
明
確
化

・
資
材
高
騰
な
ど
請
負
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
事

象
の
情
報
を
契
約
前
に
受
注
者
か
ら
注
文
者
に

通
知
す
る
よ
う
義
務
化

②
請
負
契
約
締
結
後
の
ル
ー
ル

・
資
材
高
騰
が
顕
在
化
し
た
場
合
に
受
注

者
が
契
約
変
更
協
議
を
申
し
出
た
と
き
は
、

注
文
者
は
誠
実
に
協
議
に
応
じ
る
努
力
義

務
（
公
共
工
事
は
義
務
）

２
．
請
負
契
約
約
款
の
改
正

（
１
）
標
準
約
款
の
改
正

標
準
約
款
は
建
設
業
法
34
条
２
項
に
も

と
づ
き
中
央
建
設
審
議
会
が
作
成
し
、
実

施
を
勧
告
し
て
い
る
請
負
契
約
の
約
款
で
、

今
回
の
担
い
手
三
法
の
改
正
に
と
も
な
い

以
下
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
請
負
代
金
内
訳
書
に
明
示
す
る
項
目
の

追
加

・
材
料
費
、
労
務
費
、
安
全
衛
生
費
、
建

退
共
掛
金
を
追
加

②
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
条
項
の
新
設

・「
労
務
費
に
関
す
る
基
準
」
の
実
効
性
確

保
策
と
し
て
、
労
務
費
、
賃
金
の
適
正
な

支
払
い
に
係
る
表
明
や
情
報
開
示
に
関
す

る
条
項
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
条
項
）
の
新

設
（
契
約
当
時
者
の
任
意
で
利
用
で
き
る

選
択
条
項
）

③
契
約
変
更
協
議
に
関
す
る
規
定
の
追
加

・
契
約
変
更
（
工
期
・
請
負
代
金
額
）
の

請
求
が
で
き
る
場
合
と
し
て
、
主
要
な
資

材
の
供
給
の
著
し
い
減
少
そ
の
他
工
期
に

影
響
を
及
ぼ
す
事
象
、
資
材
の
価
格
高
騰

そ
の
他
の
請
負
代
金
額
に
影
響
を
及
ぼ
す

事
象
が
発
生
し
た
場
合
を
追
加

・
協
議
の
申
出
や
誠
実
協
議
に
関
す
る
規

定
を
追
加

・
適
切
な
価
格
転
嫁
に
よ
る
適
切
な
請
負

代
金
の
設
定
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
請
負
代

金
の
変
更
に
つ
い
て
価
格
等
の
変
動
を
考
慮

す
る
旨
の
規
定
を
追
加

（
２
）
全
建
総
連
版
請
負
契
約
約
款
の
改
正

標
準
約
款
の
改
正
に
も
と
づ
き
、
全
建

総
連
で
は
全
建
総
連
版
請
負
契
約
約
款
を

見
直
し
ま
し
た
。

７
月
１
日（
水
）午
後
２
時
よ
り

で
安
全
祈
願
祭
が
富
山
市
西
荒
屋

の
五
宮
神
社
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祈
願
祭
は
全
国
安
全
週
間
の

本
週
間
（
７
月
１
日
～
７
日
）
に

あ
わ
せ
、
県
連
会
員
の
安
全
を
祈

願
す
る
も
の
で
、
本
年
で
44
回
目

の
実
施
と
な
り
ま
す
。

祝
詞
奏
上
の
後
、
杉
原
賢
磁
県

連
会
長
、
来
賓
の
市
井
慶
尚
氏

（
富
山
労
働
局
健
康
安
全
課
長
）、

上
田
拓
夫
氏
（
建
設
業
労
働
災
害

防
止
協
会
富
山
県
支
部
専
務
）、田

知
本
亮
氏
（
富
山
県
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
理
事
長
）
に
よ
る
玉

串
奉
奠
が
あ
り
、
労
働
災
害
無
事

故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
の
終
了
後
、
安
全

第第
4444
回回
安
全
祈
願
祭
を
挙
行

安
全
祈
願
祭
を
挙
行

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
パ
ッ
シ
ブ
タ
ウ
ン
研
修
会

●表彰された安全優良事業所
事業所名 代表者名 支部名

椻下建設株式会社 椻下 聡史 入 善
株式会社長森工業 長森 邦博 加 積
晟 和 工 業 城山 大和 富 山
伊 藤 工 業 伊藤 謙治 富 山
松 匠 若松 聡 高 岡
総合建築横堀 横堀 亨 高 岡
山 本 工 務 店 山本 博昭 福 岡
浅 野 建 築 浅野 哲夫 福 光

優
良
事
業
所
の
表
彰
に
移
り
、
杉
原

会
長
が
受
賞
者
へ
祝
意
と
労
働
安
全

衛
生
確
立
へ
の
尽
力
に
対
し
謝
意
を

述
べ
、
受
賞
事
業
所
の
代
表
ら
に
賞

状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
来
賓
の
市
井
課
長
、
上

田
専
務
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
あ

わ
せ
て
県
内
で
の
労
災
の
派
生
情
況

や
留
意
点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

以
上
の
表
彰
に

対
し
、
株
式
会
社

長
森
工
業
代
表　

長
森
邦
博
氏
が
受

賞
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
、
安

全
祈
願
祭
を
終
了

し
ま
し
た
。

６
月
16
日（
火
）、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
株

式
会
社
の
協
力
の
も
と
、
黒
部
市
三

日
市
の
パ
ッ
シ
ブ
タ
ウ
ン
と
同
市
吉

田
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
技
術
館
で
省
エ
ネ

関
連
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ッ
シ
ブ
タ
ウ
ン
は
黒
部
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
先
進
的
な

技
術
で
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
次
世
代
の
モ

デ
ル
タ
ウ
ン
で
、
１
街
区
か
ら
５
街

区
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
街

区
は
地
域
の
自
然
・
あ
い
の
風
の
活

用
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
や

太
陽
熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
５

街
区
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
の

大
幅
削
減
を
目
指
し
た
国
内
最
大
級

の
中
高
層
耐
火
木
造
共
同
住
宅
で
す
。

い
ず
れ
の
街
区
も
豊
か
な
植
栽
と
水

景
の
整
備
が
な
さ
れ
て
お
り
、
黒
部

の
海
や
山
か
ら
の
風
と
あ
わ
せ
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
技
術
館
は
同
社
が
建

材
事
業
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と

３
．
全
建
総
連
版「
標
準
見
積
書
」

の
改
正

建
設
業
法
第
20
条
１
項
で
材
料

費
、
労
務
費
お
よ
び
労
働
者
に
よ

る
適
正
な
施
行
を
確
保
す
る
た
め

に
不
可
欠
な
経
費
の
内
訳
を
明
示

し
た
見
積
書
を
作
成
す
る
努
力
義

務
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

標
準
見
積
書
を
見
直
し
ま
し
た
。

（
別
紙
）

４
．
本
県
で
の
対
応

従
来
、
工
事
請
負
契
約
書
を
県

連
で
作
成
し
、
会
員
に
有
償
で
配

布
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
請

負
契
約
書
と
見
積
書
は
デ
ー
タ
ま

た
は
紙
で
の
提
供
と
し
ま
す
。

５
．
研
修
会
の
実
施

第
三
次
・
担
い
手
３
法
施
行
に

よ
る
変
更
と
請
負
契
約
等
に
関
す

る
研
修
会
を
後
日
、
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

改
め
て
案
内
し
ま
す
。

な
っ
た
大
型
ア
ル
ミ
押
出
機
を
設
置

す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
工
場
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
建
物
で
、
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
、
複
合
サ
ッ
シ
、
樹
脂
差

サ
ッ
シ
の
製
造
技
術
の
歴
史
や
性
能

が
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
今
回
の
参
加
者
が
建
設

関
係
者
と
い
う
こ
と
で
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｐ
の
社
員
か
ら
取
扱
製
品
の
説
明
を

受
け
、
参
加
者
一
同
、
質
問
を
交
え

な
が
ら
、
熱
心
に
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
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千光寺山門

勉強会で課題に取組む両名

瑞泉寺式台門

予選会での作品審査

	▲会社案内パンフレット

	▲第1号となったモデルハウス

	▲店舗のリノベも受注

	▲ プールとサウナを備えたガーデンリビング＆キッチン

コロナ禍の受注ゼロから
下請け脱却と業態転換へ

Ｑ　

大
工
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

子
供
の
頃
は
富
山
商
業
高
校
吹

奏
楽
部
で
演
奏
す
る
の
が
夢
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
中
学
校
か
ら
吹
奏
楽
部
で

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
、
念
願
の
富

商
吹
奏
楽
部
に
入
部
後
の
3
年
間
は
、

そ
の
他
の
記
憶
が
な
い
ほ
ど
部
活
動

に
明
け
暮
れ
た
日
々
だ
っ
た
。
卒
業

後
も
音
楽
を
続
け
た
か
っ
た
が
、
高

額
な
学
費
が
か
か
る
音
大
進
学
は
叶

わ
ず
、
一
般
企
業
に
就
職
し
営
業
マ

ン
に
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
漫
然
と
働

い
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
、
25
歳
で
一

念
発
起
。
大
工
と
し
て
手
に
職
を
つ

け
よ
う
と
、
地
元
の
建
て
方
専
門
の

建
築
会
社
へ
弟
子
入
り
し
た
。
当
時

は
バ
ブ
ル
の
ま
っ
た
だ
中
。
普
通
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
一
番
高
給
取
り
の

時
代
に
、
既
に
妻
子
を
抱
え
た
身
で

職
人
に
転
職
と
い
う
異
色
の
私
だ
っ

た
が
、
親
方
か
ら
目
を
か
け
て
も
ら

い
、
伝
統
工
法
に
つ
い
て
一
か
ら
し

ご
か
れ
つ
つ
、
一
般
住
宅
だ
け
で
な

く
神
社
な
ど
様
々
な
建
築
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
11
年
修
行

し
、
38
歳
で
独
立
し
た
。

Ｑ　

独
立
し
て
か
ら
の

現
在
ま
で
の
様
子
は
？

Ａ　

下
請
け
専
門
と
し

て
仕
事
を
請
け
負
っ
て

い
た
が
、「
今
後
も
下

請
け
だ
け
で
大
丈
夫
な

の
か
」
と
漠
然
と
し
た
将
来
へ
の
不

安
も
感
じ
て
い
た
。
何
か
あ
っ
て
も

大
丈
夫
な
よ
う
に
と
、
2
級
建
築
士

の
資
格
を
取
り
、
日
々
の
業
務
と
並

行
し
な
が
ら
模
索
す
る
中
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
流
行
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
受
注
ゼ
ロ
と
い

う
事
態
に
陥
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

状
況
を
会
社
の
危
機
で
は
な
く
、
下

請
け
仕
事
か
ら
の
脱
却
の
契
機
に
し

た
い
と
再
び
一
念
発
起
。
コ
ロ
ナ
対

応
の
無
利
子
・
無
担
保
で
の
緊
急
融

資
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
そ
れ

を
原
資
に
新
し
い
会
社
の
顔
と
な
る

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
新
事
務
所
を
建
築

し
た
。
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
処
分
に

困
っ
て
い
た
友
人
の
実
家
を
安
く
譲

り
受
け
て
フ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
平
屋
で
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
感
あ
ふ

れ
る
雰
囲
気
に
仕
上
げ
た
。
こ
の
モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
を
足
が
か
り
に
、
専
門

誌
や
情
報
誌
へ
の
広
告
出
稿
、
会
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
、
S
N
S
の
活
用
な
ど
営
業

基
盤
を
整
備
し
、
新
規
顧
客
や
直
接

受
注
の
獲
得
に
繋
げ
、
下
請
け
か
ら

元
請
け
へ
と
業
態
を
転
換
、
現
在
の

ナ
ガ
イ
工
務
店
に
至
っ
て
い
る
。

富山地協　婦中支部
永井　豊さん（57歳）

フルハーネス型墜落制止用器具、丸のこ等取扱い作業従事者の特別教育と
木造建築物の組立て等作業主任者技能講習が下記のとおり開催されました。
「丸のこ」は「CCUS」が今後、導入が予想されるレベル別賃金の基準となる
ことが想定されることから、また「木建」は県連が認定登録機関となっている
ことから、次年度も特別教育、技能講習の開催を計画します。
「フルハーネス」は2019年の政令・省令の改正後、毎年、特別教育を実施して
きましたが、年々受講者が減少していることから、次年度の開催は今後の情況
をみて判断します。

研修名 開催日時 受講者数 前年度
受講者数

フルハーネス特別教育 5月19日（火） 13人 18人
丸ノコ特別教育 7月2日（木） 30人 13人

木建作業主任者技能講習 6月8日（月）・9日（火） 18人 19人

今後の講習会の予定
1．足場の組立て等作業従事者特別教育
この特別教育の受講が建設キャリアアップシステムの建築大工の能力評価
基準判定レベル2の必須項目の一つとなっているため、県連で以下のとおり実
施します。
申込方法等は県連ホームページに掲載してありますので参照してください。
開催日時　令和8年8月26日（水）8：30～16：30
開催場所　県連2階会議室　　

2．登録建築大工基幹技能者講習
この技能者講習の受講が建設キャリアアップシステムの建築大工の能力評
価基準判定レベル4の項目の一つとなっています。
今年度の近隣での開催は福井県建築組合連合会が以下のとおり実施する予
定です。詳細が決まり次第、改めて案内します。
開催日時　令和9年2月14日（日）・15日（月）
開催場所　福井市（会場未定）

フルハーネス・丸のこ特別教育、フルハーネス・丸のこ特別教育、
木建作業主任者技能講習が開催されました木建作業主任者技能講習が開催されました

全
建
総
連
第
42
回
全
国
青
年
技
能

競
技
大
会
出
場
に
向
け
て
の
県
連
勉

強
会
が
６
月
７
日（
日
）、
県
連
予
選

会
が
７
月
11
日（
土
）に
㈱
畑
山
大
工

の
畑
山
正
喜
氏
が
講
師
と
な
り
２
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
２
名
は
過
去
に
予
選
会
へ

の
出
場
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
競
技

課
題
が
今
ま
で
と
同
じ
四
方
転
び
踏

台
で
あ
る
も
の
の
、
寸
法
が
変
更
さ

れ
た
こ
と
や
使
用
で
き
る
電
動
工
具

が
制
限
さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
挑
戦

と
な
り
ま
し
た
。

７
月
11
日
の
予
選
会
で
は
杉
原
会

長
、
宮
永
教
育
指
導
委
員
長
、
畑
山

講
師
が
審
査
の
結
果
、
田
村
航
平
氏
、

平
田
成
幸
氏
（
以
上
、
舟
木
工
匠
）

の
両
氏
を
９
月
19
日
か
ら
21
日
に
兵

庫
県
姫
路
市
の
「
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
」

で
開
催
さ
れ
る
第
42
回
全
国
青
年
技

能
競
技
大
会
に
県
連
代
表
と
し
て
派

遣
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
県
連
で
は
全
国
大
会
に

出
場
す
る
２
名
を
対
象
に
、
８
月
22

日
と
９
月
６
日
に
練
成
会
を
行
い
、

本
戦
に
備
え
ま
す
。

伝
統
工
法
体
験
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

７
月
15
日（
水
）に
砺
波
建
築
高
等

職
業
訓
練
校
の
ご
尽
力
の
も
と
令
和

８
年
度
伝
統
工
法
体
験
学
習
会
が
開

催
さ
れ
、
県
下
各
訓
練
校
指
導
員
や

訓
練
生
を
中
心
の
56
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
「
芹
谷
山
千
光
寺
」、「
入

道
家
住
宅
」、「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
㈱
井

波
工
場
」、「
瑞
泉
寺
」、「
横
山
豊
介

ア
ト
リ
エ
」
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

「
千
光
寺
」
は
砺
波
市
芹
谷
に
あ
る

真
言
宗
の
寺
院
で
、
開
基
は
7
0
3

年
と
い
わ
れ
る
古
刹
で
す
。
駐
車
場

か
ら
参
道
を
登
り
、
阿
吽
２
体
の
仁

王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
山
門
を
通

り
本
堂
に
入
り
、
住
職
か
ら
寺
の
歴

全
建
総
連
全
国
青
年
部
協
議
会

（
全
国
青
協
）
は
、
福
島
県
内
で
「
第

33
回
全
国
青
協
交
流
集
会
」
を
開
催

し
た
。
全
国
39
県
連
・
組
合
か
ら

161


名
の
青
年
部
員
ら
が
一
堂
に

会
し
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
組
合
運

動
の
歩
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
秋
の

組
織
拡
大
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
親
睦
を
深
め
る
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
全
国
の
青

年
部
の
絆
を
深
め
た
。

１
日
目
：
震
災
15
年
の
歩
み
と 

組
織
拡
大
に
向
け
た
交
流
企
画

開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
並
び
に

現
地
組
合
か
ら
の
熱
い
歓
迎
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
特
別
講
演
が
行

わ
れ
た
。

特
別
講
演
で
は
、
元
全
建
総
連
福

島
書
記
次
長
の
狩
野
光
昭
氏
が
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
15
年
。
組
合
と
し

て
の
動
き
」
と
題
し
て
登
壇
。
震
災

発
生
当
時
の
厳
し
い
状
況
か
ら
、
組

合
員
を
守
り
地
域
復
興
に
尽
力
し
て

全
建
総
連

全
建
総
連    

第第
4242
回回  

全
国
青
年
技
能

全
国
青
年
技
能

競
技
大
会
勉
強
会・予
選
会

競
技
大
会
勉
強
会・予
選
会

東
日
本
大
震
災
15
年
の
教
訓
胸
に
、
組
織
の
未
来
を
拓
く

全
建
総
連「
第
33
回
全
国
青
協
交
流
集
会
」を
福
島
で
開
催

〈
39
県
連・161
名
が
集
結
〉

史
、
由
来
の
説
明
を
受
け
た
後
、
焔

魔
堂
、
観
音
堂
、
土
蔵
を
見
学
し
ま

し
た
。
土
蔵
は
江
戸
時
代
の
建
築
で

す
が
、
明
治
時
代
に
外
壁
が
竹
内
源

蔵
に
よ
る
鏝
絵
で
塗
ら
れ
て
お
り
、

往
時
が
し
の
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ア
ズ
マ
ダ
チ
建
築
の
典

型
例
と
さ
れ
る
砺
波
市
太
田
の
「
入

道
家
住
宅
」
を
見
学
し
た
後
、
Ｄ
Ａ

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
井
波
工
場
に
向
か
い
、
井

波
工
場
の
歴
史
や
工
場
内
で
の
室
内

ド
ア
や
造
作
部
材
の
製
造
工
程
を
見

学
し
ま
し
た
。

昼
食
後
、
瑞
泉
寺
を
見
学
し
、
そ

の
後
、
徒
歩
で
「
横
山
豊
介
ア
ト
リ
エ
」

に
移
動
し
作
品
を
鑑
賞
す
る
と
も
に
、

民
泊
施
設
に
改
装
の
準
備
を
し
て
い

る
ア
ト
リ
エ
を
見
学
し
ま
し
た
。

今
回
は
猛
暑
日
の
な
か
で
の
研
修

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
一
同
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
先
で
工
法
や
用
材
、

ま
た
建
材
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
熱

心
に
研
修
を
行
い
、
盛
会
の
う
ち
に

令
和
８
年
度
伝
統
工
法
体
験
学
習
会

を
終
え
ま
し
た
。

き
た
足
跡
と
、
15
年
を
経
た
現
在
の

課
題
に
つ
い
て
語
っ
た
。
参
加
者
は

命
と
暮
ら
し
を
守
る
組
合
の
原
点
と
、

今
後
の
青
年
部
運
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
真
剣
な
眼
差
し
で
耳
を
傾
け
て

い
た
。

続
く
交
流
企
画
で
は
、
株
式
会
社

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
の
進
行
・
説
明
の
も

と
、「
秋
の
組
織
拡
大
ポ
ス
タ
ー
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
。
参
加
者
は
班
ご
と
に
分
か
れ
、

次
代
を
担
う
若
い
世
代
の
視
点
か
ら
、

未
加
入
の
仲
間
へ
響
く
言
葉
を
熱
く

議
論
。
創
造
性
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア

が
多
く
飛
び
出
し
、
秋
の
拡
大
運
動

に
向
け
た
意
気
込
み
を
高
め
た
。

２
日
目
：
初
の
試
み「
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
」で
全
国
の
仲
間
と
大
い
に
親

睦
を
深
め
る

２
日
目
は
、
会
場
を
「
ラ
ウ
ン
ド

ワ
ン
郡
山
店
」
に
移
し
、
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
。
こ
れ

ま
で
の
交
流
集
会
で
は
初
の
試
み
と

な
る
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
が
実
施

さ
れ
た
。

前
日
の
真
剣
な
議
論
か
ら
一
転
、

レ
ー
ン
か
ら
は
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
歓
声

が
飛
び
交
う
な
ど
、
初
企
画
な
ら
で

は
の
新
鮮
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

県
連
の
枠
を
超
え
た
交
流
を
通
じ
て

全
国
の
青
年
部
員
同
士
の
連
帯
感
は

さ
ら
に
強
ま
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に

２
日
間
の
日
程
を
全
う
し
て
閉
会
し

た
。�（
建
青
協
議
長　

松
原
由
華
人
）

令和８年（2026年）７月31日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第227号　　(2)



建設国保の育成・強化を訴える

中田宏衆議院議員

挨拶する全建総連の鈴木委員長

田畑裕明衆議院議員

令
和
８
年
８
月
か
ら

高
額
療
養
費
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
す

建
設
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
!!

田知本理事長県連  松原副会長

𠮷川議長　吉田副議長

現
在
、
高
齢
受
給
者
の
方
が
お
持

ち
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
及

び
「
高
齢
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限

は
令
和
８
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

令
和
８
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

る
も
の
は
７
月
中
に
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
保
有
状
況
に
応
じ
て
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
又
は
「
高
齢
受
給

者
証
」
の
い
ず
れ
か
が
届
き
ま
す
。

〇�

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
高
齢
受

給
者
の
方
に
交
付
（
組
合
員
宛
に

郵
送
）
し
ま
す
。
８
月
か
ら
は
新

し
い
お
知
ら
せ
の
右
下
の
部
分
を

マ
イ
ナ
保
険
証
と
併
せ
て
携
行
し

て
く
だ
さ
い
。

〇�

「
高
齢
受
給
者
証
（
青
色
）」
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い

高
齢
受
給
者
の
方
に
交
付
（
地
域

組
合
か
ら
該
当
者
（
組
合
員
）
へ

手
交
）
し
ま
す
。
記
載
内
容
が
更

新
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月
か

ら
は
新
し
い
証
を
「
資
格
確
認
書
」

と
併
せ
て
医
療
機
関
の
窓
口
に
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

○�

有
効
期
限
切
れ
の
「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
」
及
び
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
、
誤
っ
て
使
用
さ
れ
な
い

よ
う
に
細
か
く
裁
断
の
う
え
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
証
を
破

棄
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

〇�

高
齢
受
給
者
に
該
当
し
な
い
方
へ

は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
交
付
は
あ

り
ま
せ
ん
。

70
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者

の
皆
様
へ

歯の健康と体の健康には密接な関係があり、代表的な口腔の疾患には「虫歯」と「歯
周病」があります。
特に歯周病はさまざまな全身疾患と関連していることが報告されています。
なかでも歯周病と糖尿病は互いに悪影響を及ぼす関係があります。

セルフメディケーションとは
・�「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当すること」と世界保健機関
（WHO）で定義されています。セルフメディケーションを推進していくことは、健康の維持、生
活習慣病等の予防や改善・重症化予防、ひいては健康寿命の延伸を目指すこととなり、結果的
に、医療費の節約につながります。
・�風邪をひいたときに風邪薬を飲む、小さな傷に絆創膏を貼ると
いったように、できることから始めてみましょう！

OTC医薬品とは
・薬局やドラッグストアなどで処方箋なしに購入できる医薬品のことです。
・今までは「市販薬」と呼ばれていましたが、2007年より呼称が統一されました。
セルフメディケーション税制とは
・�セルフメディケーションを推進するため、一定の条件のもとで所得控除を受けられる制度とし
て創設されました。
・この制度を活用するには一定条件が3つあります。
❶確定申告する人が、所得税・住民税を納めている
❷�確定申告する人の世帯での、1月から12月までの1年間に、対象となるOTC医薬品を購入し
た合計額（税込）が12,000円を超えている
❸�確定申告する人が、下記の健診など、健康のための「一定の取り組み」のいずれかを受けて
いて、自身の健康増進や病気の予防に取り組んでいる（いずれか1つを受けていれば良いた
め、すべてを受ける必要はありません。）
　　⑴健康診査（特定健診・一般健診・人間ドック）など　⑵インフルエンザの予防接種など
　　　※その他、詳細は厚労省・国税庁のホームページをご覧ください。

対象となる医薬品は？
・�セルフメディケーション税制の対象となるのは特定のOTC医薬品であり、ドラッグストア等で
購入できる医薬品のすべてが対象となっているわけではありません。
・�具体的な本税制の対象OTC医薬品は厚生労働省のホームページに掲載してあるほか、一部の製
品については対象医薬品のパッケージにこの税制の対象であるマークが掲載してあります。

請
願
内
容
を
採
択
し
ま
し
た
。
当
国

保
か
ら
は
田
知
本
理
事
長
、
加
藤
副

理
事
長
、
髙
見
常
務
、
餅
川
事
務
局

長
の
４
名
。
県
連
か
ら
は
杉
原
会
長
、

奥
田
事
務
局
長
の
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

・
地
元
国
会
議
員
へ
の
支
援
要
請

令
和
９
年
度
に
向
け
た
国
の
予
算

編
成
が
始
ま
る
時
期
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
す
る
概

算
要
求
に
国
保
組
合
に
対
す
る
現
行

補
助
水
準
が
確
保
・
拡
充
さ
れ
る
よ

う
、
東
京
の
国
会
議
員
会
館
に
出
向

き
、
田
畑
裕
明
衆
議
院
議
員
、
中
田

宏
衆
議
院
議
員
、
野
上
事
務
所
で
は

野
村
秘
書
と
面
談
し
、
建
設
業
の
課

県
建
築
組
合
連
合
会
松
原
副
会
長
よ

り
来
賓
祝
辞
を
賜
り
、
𠮷
川
淳
（
福

野
）
議
長
、
𠮷
田
隆
（
富
山
）
副
議

長
の
進
行
の
も
と
、
事
務
局
か
ら
各

議
案
説
明
が
行
わ
れ
、
提
出
さ
れ
た

２
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
会
の
議
事
に
先
立
ち
、

令
和
７
年
度
の
健
康
優
良
世
帯
表
彰

が
行
わ
れ
、
最
長
15
年
の
無
診
療
者

を
含
む
18
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

・
全
建
総
連
主
催
の
７
・
８
予
算
要
求

中
央
総
決
起
大
会
へ
参
加

東
京
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
「
全
建
総
連
７
・
８
予
算

要
求
中
央
総
決
起
大
会
」
に
全
国
の

仲
間
と
共
に
参
加
。
今
回
の
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
物
価
上
昇
を
上
回

る
大
幅
な
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
と

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
を
実
現
し

よ
う
！
」
で
、
国
保
組
合
が
要
望
す

る
予
算
が
確
保
・
拡
充
さ
れ
る
よ
う

２
０
２
７
年
度
の
国
保
組
合
予
算

確
保・拡
充
に
向
け
た
要
請
行
動

当
国
保
組
合
で
は
、
現
在
、
全
組

合
員
を
対
象
と
し
た
加
入
資
格
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
建
設
業
従
事

者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

に
よ
り
、
組
合
員
の
建
設
業
職
種
及

び
就
労
形
態
等
を
確
認
す
る
た
め
で

す
。既

に
お
手
元
に
は
、
所
属
す
る
地

域
建
築
組
合
か
ら
送
ら
れ
た
「
調
査

票
」
な
ど
を
添
付
し
た
依
頼
文
書
が

届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
記
載
箇

所
や
提
出
書
類
に
漏
れ
が
な
い
こ
と

を
確
認
の
う
え
、
期
限
内
に
地
域
建

築
組
合
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。　

＊
法
人
事
業
所
や
社
会
保
険
適
用
の

個
人
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
９
月
頃

に
調
査
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
８
年
７
月
24
日（
金
）午
後
２

時
よ
り
通
常
組
合
会
を
開
催
し
、
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
案
第
１
号

令
和
７
年
度
富
山
県
建
設
国
保
組
合

事
業
報
告
承
認
の
件

●
議
案
第
２
号

令
和
７
年
度
富
山
県
建
設
国
保
組
合

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

田
知
本
理
事
長
挨
拶
の
あ
と
富
山

加
入
資
格
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

通
常
組
合
会
を
開
催

歯の健康と体の健康の関係について

セルフメディケーションとOTC医薬品の普及について

題
や
国
保
組
合
の
来
年
度
予
算
の
確

保
に
向
け
た
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
22
日
に
は
上
田
英
俊
衆

議
院
議
員
、
橘
慶
一
郎
衆
議
院
議
員

の
県
内
事
務
所
も
訪
問
し
、
支
援
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

・
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
実
施

令
和
９
年
度

の
国
保
組
合
へ

の
国
庫
補
助
に

お
け
る
現
行
水

準
の
確
保
・
拡

充
に
向
け
て

「
組
合
員
一
人

２
枚
記
載
運
動
」
と
し
て
取
組
ん
だ

「
要
請
ハ
ガ
キ
6
，263


枚
」
を
、

歯周病って口の中だけの話でしょ？
歯の健康が、なんで体の健康と関係してくるの？

歯周病になりやすいのはどんな人？　　　生活習慣を見直す他にできることは？
歯が痛くないのに歯医者に行くの？　　　歯ブラシはどんなものを使えばいい？
歯ブラシの毛が開くのは交換のサイン？

歯周病って、そもそも何？何歳くらいからなりやすいの？

歯周病菌が血管の中に入り込み、それが血流にのって全身に回り、
全身のさまざまな病気に繋がる可能性があります。

脳卒中 糖尿病 その他にも
・ 誤嚥性肺炎
・ がん
・ 肝臓病
・ 肥満
・ 感染性心内膜炎
・ 早産、低体重児出産� など

認知症 高血圧

肺炎

腎臓病

関節リウマチ動脈硬化

心臓病
・心筋梗塞
・狭心症

歯周病とは、「細菌感染症」です。
初期段階では自覚症状は強くありませんが、進行すると歯を支える骨
が溶けて歯が揺れはじめ、最終的には抜けてしまいます。30代から増
え始め、40代～50代では８割以上が歯周病にかかっていると言われて
います。特に40代以降では、歯を失う最も大きな原因です。

※など、詳細は当国保組合のホームページに掲載してありますので、ご覧ください。

７
月
21
日
に
厚
労
省
に
向
け
信
書
便

に
て
発
送
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。第

294


回
理
事
会
（
５
月
22
日

開
催
）
に
お
い
て
、
２
月
の
通
常
組

合
会
で
承
認
さ
れ
た
「
富
山
県
建
設

国
民
健
康
保
険
組
合
法
令
遵
守
実
践

計
画
」
に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
決
定
し

ま
し
た
。

・
法
令
遵
守
担
当
理
事

�

髙
見
雅
志
常
務
理
事

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者

�

餅
川
幸
一
事
務
局
長

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
管
理
者

�

水
橋
有
美
給
付
係
長

・
機
密
文
書
管
理
統
括
責
任
者

�

餅
川
幸
一
事
務
局
長

・
機
密
文
書
管
理
責
任
者

�

水
橋
有
美
給
付
係
長

令
和
８
年
度

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制

前
回
の
「
匠
」
で
ご
案
内
し
ま
し

た
が
、
令
和
８
年
８
月
か
ら
高
額
療

養
費
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富
山
県

建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
の
「
令
和

８
年
度
建
設
国
保
の
ご
案
内
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
が
、
改
め
て
概
要
等
に
つ
い
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
、
今
回
の
「
匠
」
に
折
り
込
み
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に
は
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
一
読
の
う
え
、

変
更
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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第33回  県連ゴルフコンペ

個人賞▶

	▲団体賞

試合前の1枚

優勝表彰状の授与

●
物
故
会
員
名

（
令
和
8
年
4
月
15
日
～
7
月
21
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

新　

湊

二
俣　

良
一

77
歳

新　

湊

中
野　

伸
治

68
歳

福　

野

柳
瀬　

政
夫

75
歳

福　

光

北
島　

芳
信

64
歳

以
上
４
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●タテのキー
①円を英語で言うと？
②背中に丸いこぶがある動物
③犬も歩けば当たる！？
④雌鶏が産み落とす丸い物
⑤寒いと白くなる
⑦エッセイのことです
⑨プールで丸いボールを追いかける球技
⑩枝に繭の形に丸めた餅などをつけたもの
⑫丸い天井を見上げて、星の映像を見る
⑮踊り子などを描いたフランスの印象派画家
⑱元素記号P
⑲相撲の星取り表で勝ちを表す丸いもの
㉑糠に○○
㉓海軍の戦闘機が飛び立つ
㉕人間の首から上。上から見たら丸い！？
㉖丸い紋のような模様がある種も。バタフライ
㉘うどん、そば、スパゲッティ……

●ヨコのキー
①丸くて小さくて赤いフルーツ。別名は桜桃
④自動車に４つ、バイクに２つある丸い物
⑥ぐるぐると円を描く水の流れ
⑧祝いの時に頭上で割る、丸い物
⑪白と黒の丸い石で戦います
⑬○○は友をよぶ
⑭地平線に、赤くて丸い○○○が沈んでいく
⑮船の出発の時に鳴らす、丸い鐘
⑯木の外皮。樹皮のこと
⑰お寺がゴーンと鳴らします
⑲交われば赤くなる
⑳芝居の○○があがる
㉒骨折ったり心配したりすること
㉔歯車
㉖南半球にある細長い国
㉗うぐいすと相性のいい木
㉙燦 と々空で輝く、大きく丸い恒星
㉚ストローの先から丸い物がつぎつぎ空中へ
㉛返事の○○にかかわらず出発する

丸いものを探そう

●先回の解答　イイカンショク
●当選者　厳正な抽選の結果、次の５名の方に決定しました。
（敬称略）��
釈永　健吾（立山）　　松井　正司（富山）　　小池　康晴（八尾）
朝倉　俊輔（高岡東部）　中山　貞之（井波）
●�応募方法　Ａ〜Eの文字を順番に並べてできた言葉（解答）と郵便番
号・住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記までお送りく
ださい。FAXでも受け付けます。５名様（正解者多数の場合は抽選）に
1,000円分の図書券を進呈します。解答と当選者は匠228号で発表
します。
●応募締切日　令和8年９月６日（日）消印有効
●送付先
・�〒939-8251 富山市西荒屋25-４　富山県建築組合連合会 	
クロスワードパズル係
・FAX：076-428-8277

団体は福野Ａチーム、
個人は林 誠氏が優勝

団体の部
優勝　福野Aチーム� NET223.4
次勝　入善チーム� NET224.2
３位　西高岡Aチーム� NET225.2

個人の部
優勝　林 　　誠氏（般若野）�NET72.0
次勝　藤沢 佳史氏（福野A）�NET73.8
３位　梧桐 欣二氏（福野A）�NET74.0

開催日：令和8年5月21日（木）
場　所：太閤山カントリークラブ
参加者：77人（21組）

森　巨樹
（富山地協 呉羽支部）

私
は
18
歳
で
大
工
の
世
界
に
入

り
、
今
年
で
24
年
に
な
り
ま
す
。

振
り
返
る
と
、
長
い
よ
う
で
あ
っ

と
い
う
間
の
24
年
間
で
し
た
。

最
初
の
頃
は
道
具
の
名
前
や
使

い
方
を
覚
え
る
だ
け
で
も
苦
労
し
、

親
方
で
あ
る
父
親
か
ら
厳
し
く
指

大
工
と
し
て
歩
ん
だ
24
年

導
を
受
け
な
が
ら
、
１
日
で
も
早

く
一
人
前
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
失
敗
し
て
叱
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験

が
今
の
自
分
を
支
え
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

大
工
の
仕
事
は
、
た
だ
家
を
建

て
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

客
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま

い
を
つ
く
り
、
そ
の
家
族
の
生
活

を
支
え
る
責
任
あ
る
仕
事
で
す
。

そ
の
た
め
、
見
え
な
く
な
る
部
分

ほ
ど
丁
寧
に
施
行
し
、
手
を
抜
か

な
い
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
完
成
し
た
建
物
を
見
て
お
客

様
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
た
と
き
は
、
大
き
な
や

り
が
い
と
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

24
年
間
仕
事
を
続
け
る
中
で
、

建
築
材
料
や
工
法
、
求
め
ら
れ
る

性
能
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

経
験
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

新
し
い
知
識
や
技
術
を
学
び
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

職
人
は
一
生
勉
強
だ
と
い
う
言
葉
を
、

今
で
は
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
若
い
職
人
と
一
緒

に
仕
事
を
す
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

自
分
が
先
輩
方
か
ら
教
わ
っ
て
き
た

技
術
だ
け
で
な
く
、
仕
事
に
対
す
る

責
任
感
や
礼
儀
、
現
場
で
の
協
調
性

も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
し
て

信
頼
さ
れ
る
職
人
を
育
て
る
こ
と
も
、

経
験
を
積
ん
だ
私
た
ち
の
役
目
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
初
心
と
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事

に
誇
り
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
お
客

様
に
安
心
と
満
足
を
届
け
ら
れ
る
大

工
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
自
身
も
さ
ら
に
技
術

と
人
間
性
を
磨
き
な
が
ら
、
次
の
世

代
へ
大
工
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

４月27日（月）建築会館において、富山県建築大工技能士会主催の技能コンクール表彰式が開催
されました。１級、２級技能検定の合格者のうち上位３名を表彰いたしました。
●建築大工１級
一位　中嶋　浩一（小矢部市建築組合）
一位（同点）余湖　海斗（氷見市建築組合）
三位　橋詰勇太朗（高岡市）
●建築大工２級
一位　堀田　大地（立山町）
二位　瀧前　琉聖（上市町）
三位　笹川慎之介（射水市建築組合）
今後も、技能検定受験に際しては上位入賞を目標にして
ください。� （富山県建築大工技能士会　会長　平井健司）

シニアの会 第42回 パークゴルフ大会

畠山 光夫畠山 光夫氏氏（西高岡）（西高岡）が優勝が優勝
開催日時：令和8年5月15日（金）
開催場所：下村パークゴルフ場
参加人数：31人

シニアの会第42回パークゴルフ
大会が、射水市の「下村パークゴ
ルフ場」で開催されました。当日
は28名の選手が参加し、「とねり
こA」「とねりこB」「わかば」の
3コースで技を競いあい、以下の
方々が上位に入賞されました。

優勝　畠山 光夫氏（西高岡）�スコア76
次勝　茶木　 充氏（射　水）�スコア82
３位　高木 嘉則氏（西高岡）�スコア83

（般若野）

技能士検定合格者への表彰

職人さんに出会う日を 
開催します

今年も職人さんに出会う日のイベントを、
青年部主催で８月23日（日）に県内12会場
で開催します。（11会場での一斉開催のほか
に８月８日に上市保育園で商工会との共催で
開催します。）
今年も８月終盤の暑さが残るなかでの開催
となりますが、青年部が中心となり、各会場
とも工作教室や包丁研ぎなど趣向をこらした
内容を準備していますので、会員の皆さんに
は近くの会場に来場いただくとともに、多く
のお子さんに参加いただけるよう、周りにお
声がけいただくようお願いします。

●イベント会場
地協 場　所 時　間

新川

五叉路 クロスファイブ 10：00～12：00
入善コスモ21 10：00～13：00
黒部ショッピングセンターメルシー 10：00～13：00
MEGAドン・キホーテUNY魚津店 9：00～12：00
滑川ショッピングセンターエール 10：00～13：00
社会福祉法人上市保育園
※8月8日（土）開催 9：00～12：00

富山 大久保ふれあいセンター 10：00～12：00

高岡
おとぎの森 フラワールーム 10：00～15：00
太閤山ランド こどもみらい館 10：00～12：00
氷見ショッピングセンタープラファ 10：00～15：00

両砺波
砺波ホームセンターシマヤ 10：00～13：00
福野ショッピングセンターアミュー 10：00～15：00
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